
広報紙をスマホなどで
閲覧できます
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ー表紙の写真についてー

　12 月 6 日に倶知安幼稚園で行われた、お餅つきからの

一枚です。子どもたちは交代で、元気いっぱいにお餅をつ

き、できたお餅は、きな粉を付けたり、のりを巻いたりし

て、笑顔でおいしそうに食べていました。

まちの 題●話

　11月23日、倶知安観光協会が主催するスキー

場の合同安全祈願祭が、ひらふ第一駐車場で開

催。当日は多くの関係者が出席し、今シーズン

の安全を祈願しました。

税の理解を深めてもらうために実施する租税

教室が、北陽小学校で 11 月 27 日に行われ、6

年生の児童が、講師の町税務課職員から、税の

種類やその使い道などを学びました。

安全安心なスキーリゾートに クイズやアニメで税の大切さを学ぶ

　羊蹄山避難小屋管理人の近藤英輝さんと森山

繁夫さんが常駐期間を終え、11 月 20 日に文字

町長へ今期の登山状況を報告。登山者の安全を

守るため、看板や登山道の整備を要望しました。

11 月 23 日に総合体育館で行われたアルペン

スキー少年団結団式。西口史
ふ み や

也団長 (倶知安小

6 年）が、支えてくれる方々への感謝を忘れず

に活動することを誓いました。

増える登山者　救助要請も多く くっちゃん子のスキーシーズン到来

　総合体育館で 12 月 4 日、北都プロレスによ

るチャリティープロレスが開催。チャリティー

により集まったお金は、スポーツ振興のため、

町内の各スポーツ少年団などに寄付されます。

白熱した試合に会場は大盛り上がり
　12 月 7 日、文化福祉センターでくっちゃん

ブラスオーケストラの定期演奏会が開催され、

子どもから大人まで多くの観客が、クリスマス

ソングなどの演奏を楽しみました。

初めての定期演奏会　観客を魅了



倶知安町議会議長 倶知安町長

盛　多　勝　美 文　字　一　志

　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
良
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
1
月
の
倶
知
安
町
長
選
挙
で
、
文

字
新
町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
4

月
の
倶
知
安
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
戦
後

初
の
無
投
票
当
選
と
な
り
、
新
人
4
人
を

含
む
新
体
制
で
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
、
第
4
回
定
例
町
議
会
に
お
い
て

町
長
か
ら
「
第
6
次
倶
知
安
町
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
（
案
）」
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
こ
れ
か

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
1
月
、
町
長
に
就
任
し
、
早
い
も

の
で
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
時

代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
。
国
民
の
多
く
が

明
る
い
未
来
を
願
う
中
、
災
害
が
多
発
し

ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
代
表
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
ワ
ン
チ
ー
ム
」

が
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が
開

催
。「
北
海
道
倶
知
安
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ス
イ
ス
代
表
団
や
姉
妹

都
市
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長
と
交
流
を
深
め

－3－

ら
の
倶
知
安
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

方
向
を
示
す
大
切
な
も
の
で
す
。
議
会
で

し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
徴
収
が
始
ま
っ
た
宿
泊
税

は
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど

を
、
そ
の
使
い
道
と
し
て
充
て
る
予
定
で

す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
議
論
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
休
工
し
て
い
る

役
場
庁
舎
建
設
工
事
は
、
地
下
ピ
ッ
ト
と

１
階
躯
体
工
事
ま
で
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
開
催
は
、
本
町
に
お
け
る

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

さ
ら
に
高
め
、
各
種
お
も
て
な
し
は
多
く

の
人
の
心
に
響
く
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
は
町
の
財
産
と
し

て
未
来
へ
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
第
6
次
倶
知
安
町
総
合
計
画
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
町
で
生
活
す
る
全
て
の

人
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
、
夢

を
持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と

倶
知
安
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
せ
な
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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日
本
が
初
め
て
議
長
国
を
務
め
た

Ｇ
20
首
脳
会
合
。
そ
れ
に
併
せ
、
倶

知
安
町
を
含
む
全
国
8
カ
所
で
開
催

さ
れ
た
各
関
係
閣
僚
会
合
で
は
、
国

際
的
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た

『
地
元
高
校
生
か
ら
の
提
言
』
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
会
合
で
は
、
倶
知
安
高
校

お
よ
び
倶
知
安
農
業
高
校
、
そ
し
て

札
幌
市
・
江
別
市
の
高
校
か
ら
2
名

ず
つ
計
8
名
の
生
徒
が
、
事
前
に
議

論
す
る
な
ど
し
て
提
言
を
作
成
。
26

日
㈯
の
会
合
で
は
、
参
加
者
に
対

し
、『
持
続
可
能
な
参
加
体
験
型
観

光
』
を
テ
ー
マ
に
英
語
で
発
表
を
行

い
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
に
提
言
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

高
校
生
が
大
舞
台
で
提
言

『
持
続
可
能
な
観
光
』
の
実
現
へ

観
光
客
は
地
域
の
魅
力
に
触
れ

地
域
は
異
文
化
を
知
る

●❶ ●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

　

8
名
の
生
徒
た
ち
は
、
外
国
人
観

光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
る
日
本
国
内

に
お
い
て
、
都
市
部
だ
け
で
は
な

く
、
地
方
も
観
光
に
よ
る
利
益
を
得

る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

『B

ビ
ー

e L

ロ
ー
カ
ル

ocal, B

ビ
ー

e G

グ
ロ
ー
バ
ル

lobal P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

roject

』

を
提
案
。
こ
れ
は
、
近
郊
の
市
町
村

が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
コ
ー

ス
を
作
成
し
、
そ
れ
を
旅
行
会
社
と

協
働
し
て
観
光
客
に
直
接
提
案
す
る

と
い
う
も
の
。
観
光
客
と
地
域
住
民

が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
で
、
観
光
客
に
き
め
細
か

な
地
域
の
魅
力
が
伝
わ
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
住
民
も
異
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。生
徒
た
ち
は
、

約
10
分
間
の
発
表
を
「
地
域
の
魅
力

は
何
か
を
住
民
自
ら
が
考
え
る
こ
と

が
、
持
続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る

た
め
の
第
一
歩
」
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
高
校

生
4
名
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
り
、
町
の
未
来
へ
の
思
い
を
語
り

ま
す
。

❶参加国の食事を学ぶ G20 給食
❷ 5 月の会場周辺の清掃活動
❸ウェルカムボードを会場に設置
❹会合終了後の会場を見学
❺歓迎レセプションで町を PR する

倶知安高校生
❻倶知安農業高校生がオリジナルス

イーツを考案し提供
その他の絵は小学生が描いた『ウェ
ルカムメッセージ』

特 集 G20 観光大臣会合を終えて

のくっちゃん子 活躍

渡邉 凜
りん

 さん

（倶知安中学校 3年）

　町は、10 月 30 日㈬と 11 月
1 日㈮・21 日㈭、小中学生を
対象とした G20 の会場見学を
実施。子どもたちは、担当職員
の説明を聞きながら、実際に会
合が開かれた HANAZONO308
棟などを見学することで、G20
の雰囲気を体感しました。

　「自然と調和したガラス張りの
外観が印象的で、中に入ると照明
の明るさや木の材質から温もりを
感じました。都会では味わうこと
のできない落ち着いた雰囲気に
よって、参加者の皆さんも穏やか
な気持ちで会合に臨むことができ
たのではないかと思います」

会場見学で 会合の雰囲気を肌で感じて

千田 花
は な

菜 さん

（北陽小学校 6年）

　小学生が取り組んだ『国旗塗り絵』や『ウェ
ルカムメッセージ』の作品はウェルカムボー
ドに活用され、会合会場付近などに設置。子
どもたちは、参加国の代表的な食べ物や言語
などを調べ、ていねいに取り組みました。

　「複雑な模様の旗もありましたが、その国
に対して失礼がないよう、お手本どおりに描
くことを心掛けました。G20 の開催は、冬だ
けではない町の素晴らしさを、より多くの人
に知ってもらう機会になったと思います」

国旗の塗り絵で おもてなしを清掃活動で 歓迎の気持ちを

田原 新
に い な

菜 さん

（倶知安小学校 6年）

　『持続可能な観光』をテーマとした国際シ
ンポジウムが開催された 5 月には倶知安小
学校 6 年生が、10 月には西小学校樺山分校
の児童が、それぞれ会場周辺の清掃活動を行
いました。

　「町の中をきれいにすることで、私たちの
歓迎する気持ちが伝わればと思い、活動しま
した。すでに世界各国からの観光客をお迎え
している倶知安町ですが、さらに有名になっ
たらうれしいです」

PR や“おもてなし”の取り組み

　昨年 10 月 25 日㈮・26 日㈯の二日間、倶知安町で G20 観光大臣会合が、
31 の国・地域・機関の参加により開催。参加者が観光の未来について議
論し、その成果として『北海道倶知安宣言』が採択されました。
　町はこの開催を、倶知安の名を世界に知ってもらう絶好の機会と捉え、

『倶知安町 G20 観光大臣会合推進町民会議』を中心に、さまざまな取り組
みを行ってきました。今月号の特集では、これらを含む小・中・高校生に
よる取り組みと子どもたちの思いを紹介します。



特 集

G20 観光大臣会合を終えて
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たち住民は、この町に国内外からの
観光客が多く訪れている現状は知っ

ていながらも、それについて深く学ぶ機会は
ほとんどありません。そのような中、子ども
たちにとって G20 の開催は、町や世界の国々
のことを、さまざま角度から学習するきっか
けになったのではないでしょうか。

20
観
光
大
臣
会
合
と
い
う
大

舞
台
で
の
提
言
発
表
に
参
加

し
た
4
名
の
高
校
生
。
彼
女
た
ち
は

こ
の
機
会
に
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

町
を
見
つ
め
直
し
、
観
光
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

9
月
10
日
㈫
、
北
海
道
庁
で
開
か

れ
た
特
別
授
業
に
参
加
。そ
の
際
に
、

町
外
の
高
校
生
4
名
と
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
て
以
降
、
8
名
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
や
り
取
り
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を

出
し
合
い
、
提
言
内
容
を
ま
と
め
る

た
め
の
議
論
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

倶
知
安
高
校
の
『
Ｅ
Ｓ
Ｓ
*
同
好

会
』
に
所
属
す
る
青
木
さ
ん
・
石
崎

さ
ん
と
、
倶
知
安
農
業
高
校
で
生
徒

会
活
動
を
行
っ
て
き
た
湊
谷
さ
ん
・

木
村
さ
ん
。

　

彼
女
た
ち
は
、
提
言
の
発
表
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
こ

の
経
験
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。

石崎 結
ゆ う こ

子 さん木村 愛
あ い り

梨 さん

青木 千
ち な つ

夏 さん湊谷 羽
は づ き

月 さん

（倶知安高校 2年）

（倶知安高校 2年）（倶知安農業高校 3年）

（倶知安農業高校 3年）

―
―
活
動
を
振
り
返
っ
て

青
木
・
石
崎　

当
日
は
、会
場
の
方
々

が
私
た
ち
の
発
表
を
笑
顔
で
聞
い
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
緊
張
が
和
ら
ぎ

ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
頃
学
習
し
て

い
る
英
語
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

湊
谷
・
木
村　

私
た
ち
は
、
学
校
で

以
前
か
ら
『SD

Gs

』
に
つ
い
て
学

習
し
て
お
り
、
提
言
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。当
日
は
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
、
自
分
た
ち
ら

し
い
発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
倶
知
安
町
の
観
光
に
つ
い
て

湊
谷　

倶
知
安
町
や
そ
の
周
辺
は
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
活
用
し
、
地
方

で
あ
り
な
が
ら
急
成
長
を
続
け
て
い

る
地
域
で
す
。
先
進
的
な
観
光
を
目

指
せ
る
こ
の
町
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｇ
20

観
光
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

青
木　

町
の
中
で
は
英
語
の
表
記
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
国

人
観
光
客
が
多
い
こ
の
地
域
な
ら
で

は
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
村　

倶
知
安
と
い
え
ば
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
。
男
女
年
齢
問
わ
ず
、
自
然

と
触
れ
合
え
る
観
光
が
で
き
る
の
は

町
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

石
崎　

生
活
の
中
で
、
観
光
客
と
触

れ
合
う
機
会
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

ス
キ
ー
場
や
飲
食
店
な
ど
、
観
光
客

が
集
ま
る
場
所
と
住
民
の
生
活
圏
が

重
な
っ
て
お
り
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。

―
―
町
の
未
来
の
た
め
に

湊
谷　

3
年
間
の
学
校
生
活
の
中
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
提
言
発
表
で
生
か

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て

も
、町
の
魅
力
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　今、北海道そして倶知安町は、世界中から
注目されつつある地域です。自分が暮らす町
が、どのように見られているのかを知ること
は、子どもたちにとって大きな財産です。そ
して、町の未来を考える若い世代が増えるこ
とが、『持続可能な観光』につながっていく
のだと思います。

私

Ｇ

石
崎　

国
や
地
域
に
よ
っ
て
食
事
や

言
語
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
多
様
な

文
化
を
私
た
ち
が
学
び
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す

い
地
域
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

木
村　

長
く
住
ん
で
い
る
と
当
た
り

前
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
他
の

町
に
は
な
い
魅
力
が
こ
の
町
に
は
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

青
木　

こ
ち
ら
の
話
す
英
語
が
た
と

え
完
璧
で
な
く
て
も
、
伝
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
相
手
は
理

解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
す
。
観
光

客
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
、
自
身
の
英
語
力

を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ESS* ～ English speaking (study) society の呼称で、主に英語活動を行う

まちの未来を考える

の高校生 想い

提言書提出の様子

（10 月 26 日パークハイアットニセコ HANAZONO にて）

のくっちゃん子 活躍



ぼくたち
わたしたち

子んゃちっく

－9－ －8－

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
成
人
男
性
の
風
し
ん

対
象
の
方
は
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

い
ざ
と
い
う
時
に
知
っ
て
い
る
と
安
心

成
年
後
見
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で
判

断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、
預
貯
金
や

不
動
産
の
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の
法

律
行
為
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

や
契
約
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
を
自
分

で
行
え
な
い
場
合
に
、
後
見
人
な
ど
が

代
理
で
、
必
要
な
契
約
な
ど
の
締
結
や

財
産
管
理
、
本
人
の
保
護
や
支
援
を
行

い
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
、「
後
見
」、

「
保
佐
」、「
補
助
」
の
3
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
成
年
後
見
人
な
ど
が
、
代
理
の

契
約
や
財
産
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　

将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ

た
と
き
に
備
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

本
人
が
元
気
な
う
ち
に
、
任
意
後
見
人

を
選
び
、
公
正
証
書
で
任
意
後
見
契
約

を
結
ん
で
お
く
も
の
で
す
。

【
後
見
人
に
で
き
な
い
こ
と
】

　

医
療
行
為
へ
の
同
意
、
身
元
保
証
人

や
入
院
保
証
人
な
ど
の
就
任
、
婚
姻
や

離
婚
、
養
子
縁
組
・
離
縁
、
認
知
の
代

理
、
遺
言
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

子育て支援センターだより

【
手
続
き
】

　

本
人
の
住
所
地
の
家
庭
裁
判
所
へ
申

立
て
を
行
い
ま
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

四
親
等
内
の
親
族
、
市
町
村
長
が
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
申
立
て
・
登

記
手
数
料
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鑑
定
料

が
か
か
り
ま
す
。
必
要
書
類
は
、
本
人

の
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
・
診
断
書
・
財

産
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
あ
り
、
推
定

相
続
人
の
調
査
も
必
要
で
す
。

※
本
人
に
身
寄
り
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
申
立
て
を
す
る
方
が
い
な
い
場

合
は
、
市
町
村
長
に
よ
る
申
立
て
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
後
見
制

度
利
用
の
費
用
負
担
が
困
難
な
方
に

は
、
そ
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す

　

制
度
の
詳
細
は
、
倶
知
安
町
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
倶
知
安
町
社
会
福

祉
協
議
会
内
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
全
国
の
弁
護
士
会
や
司
法
書
士

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
１
０
０

倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22
―
４
１
５
０

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種

　

子
ど
も
の
時
に
、
風
し
ん
予
防
接
種

の
対
象
外
で
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

は
、
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。今
年
度
の
対
象
者（
昭

和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
）に
は
、無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
47
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
今
年

度
に
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
個

別
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
で
き
ま
す

いきいき健康ライフいきいき健康ライフ

※ 4・10 カ月児健康診査を受診した子どもで、
保護者が同意した場合のみ掲載しています

倶知安ですくすく育つ子どもたちです。「こんな子に
育ってほしい！」ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課企画振興室広報広聴係☎ 56 － 8001

2 月の広場のお知らせ
あいあい広場（0 歳）　　　  2 月 6 日㈭
きらきら広場（1 歳）　　　 2 月 13 日㈭
のびのび広場（2・3 歳）　 2 月 20 日㈭
10 時から子育て支援センターでひな飾りの制作を
行います。
■申込／ 1 月 6 日㈪ 9 時 30 分～
子育て講座（すっきり エアロ）※託児あり
■日時／ 2 月 4 日㈫ 10 時～ 11 時
■場所／子育て支援センター
■持ち物／飲み物（親子分）、汗拭きタオル、動き

やすい服装
■申込／ 1 月 14 日㈫ 9 時 30 分～
※広場および子育て講座開催日の午前は、通常の利

用ができません

子育て支援センター（南 3 東 5　ぬくぬく内）
☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時
休 所 日　日曜日、祝日

町内の実施医療機関　※要予約
（肺炎球菌感染症と風しんのいずれも）

倶知安厚生病院　☎ 22 － 1141

くとさん外科胃腸科　☎ 21 － 6410

さとう内科医院　☎ 22 － 6122

白樺会内科クリニック　☎ 22 － 1707
ニセコインターナショナルクリニック
☎ 21 － 5454
ニセコ脳神経外科　☎ 21 － 5500
ようてい小児科・アレルギー科
クリニック　☎ 22 － 6633

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種　今年度 ( 平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）の対象者
　倶知安町に住民票があり、これまで未接種で、以下の生年月日に該当する方は、下記のとおり町の一部費
用助成で予防接種を受けることができます。（一生涯一度の助成）
○費用助成：接種料金の半額の千円未満を除いた額を町が助成します。
　（例）接種料金 7 千円の場合は、町助成 3 千円、自己負担 4 千円

※生活保護世帯は事前申請により全額助成。対象生年月日以外の方は全額自己負担
65 歳 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日生 70 歳 昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日生
75 歳 昭和 19 年 4 月 2 日～昭和 20 年 4 月 1 日生 80 歳 昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月 1 日生
85 歳 昭和   9 年 4 月 2 日～昭和 10 年 4 月 1 日生 90 歳 昭和   4 年 4 月 2 日～昭和    5 年 4 月 1 日生
95 歳 大正 13 年 4 月 2 日～大正 14 年 4 月 1 日生 100 歳以上 大正   9 年 4 月 1 日以前生
　60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
障がいを有する方も対象です。事前手続きが必要なので、本人の印鑑（代理の場合は代理人の印鑑 ) を持参し、
保健福祉会館で手続き願います。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４



自
衛
官
候
補
生
（
第
6
回
）

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
締
切
／
1
月
20
日
㈪

■
試
験
日
／
男
子
は
1
月
24
日
㈮
・
25
日

㈯
、
女
子
は
1
月
25
日
㈯

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

■
受
験
資
格
／
一
般
は
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
者
、
技
能
は
18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
者

※
資
格
な
ど
の
詳
細
は
倶
知
安
地
域
事

務
所
に
問
合
せ

■
受
付
期
間
／
1
月
6
日
㈪
～
4
月
10
日
㈮

■
試
験
日
／
4
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

笹　

山　

武　

市
☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

　

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
48
名

■
依
頼
期
間
／
令
和
2
年
4
月
～
令
和
4

年
3
月
ま
で
の
2
年
間

■
依
頼
内
容
／

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
現
地
見
学
会
へ
の

出
席
（
旅
費
な
ど
は
国
家
公
務
員
の

旅
費
規
定
に
基
づ
く
額
を
支
給
）

■
応
募
資
格
／
道
内
在
住
の
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
者

■
募
集
期
限
／
2
月
21
日
㈮
必
着

■
応
募
方
法
／
氏
名
、
性
別
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
年
齢
（
令
和
2
年
4
月
1
日

時
点
）、
職
業
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

コ
ン
を
使
っ
た
事
務
な
ど

■
勤
務
時
間
／
月
～
金
曜
の
9
時
～
15
時

30
分

■
勤
務
場
所
／
建
設
課
住
宅
係

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
８
７
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

小
学
校
学
習
支
援
員
（
パ
ー
ト
）
1
名

■
応
募
資
格
／
小
中
高
い
ず
れ
か
の
教
員

免
許

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
学
習
支
援
（
学
校
授
業
補

助
、
学
校
行
事
補
助
、
指
導
補
助
）

■
勤
務
時
間
／
8
時
～
15
時
30
分
の
う
ち

5
時
間
程
度
、週
休
二
日
制
（
土
日
祝
）

※
学
校
行
事
で
土
・
日
曜
勤
務
の
場
合

は
振
替
休
日
有
。
長
期
休
暇
中
の
勤

務
は
無
く
、
そ
の
間
の
賃
金
支
給
も

無
し

■
勤
務
場
所
／
倶
知
安
小
学
校

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
千
円
、
社
保
・
雇

用
保
険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と

教
員
免
許
状
の
写
し
を
提
出

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
56
―
８
０
１
８

学
校
公
務
補
（
パ
ー
ト
）
1
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
、
芝
刈

機
や
除
雪
機
な
ど
の
機
械
使
用
経
験
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
学
校
施
設
お
よ
び
敷
地
内

管
理
・
環
境
整
備
、
そ
の
他
学
校
用
務

■
勤
務
時
間
／
月
～
金
曜
の
7
時
～
12
時

30
分
（
学
校
行
事
・
降
雪
な
ど
で
時
間

変
動
や
土
日
勤
務
の
場
合
有
）

■
勤
務
場
所
／
西
小
学
校
樺
山
分
校

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
８
７
０
円
、
社
保
・

雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
」
を
定
め
、

一
層
強
力
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
1
月
21
日
㈫
～
2
月
20
日
㈭

問
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
後
志
地
方
支

　

部
☎
22
―
０
２
１
６

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発
電

用
施
設
の
立
地
の
促
進
・
運
転
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・

周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整

備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
倶
知
安
町
で
４
４
０
万
円

の
交
付
金
を
公
立
保
育
所
運
営
事
業
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ

く
ぬ
く
運
営
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／

①
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
の
方

※
商
工
労
働
・
企
業
誘
致
係
に
1
月

31
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
、
審
査
の

結
果
対
象
と
な
る
方

②
平
成
28
年
4
月
2
日
～
令
和
元
年
9

月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

の
い
る
世
帯
主

※
対
象
者
に
は
引
換
券
を
送
付
済

■
商
品
券
販
売
期
間
／
2
月
14
日
㈮
ま
で

■
商
品
券
使
用
期
間
／
2
月
29
日
㈯
ま
で

商
品
券
は
1
冊
4
千
円（
額
面
5
千
円
）

か
ら
購
入
で
き
ま
す
。
町
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
商
工
労
働
・
企

　

業
誘
致
係
☎
56
―
８
０
１
２

ア
ド
レ
ス
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ

た
き
っ
か
け
、
応
募
理
由
（
１
０
０
字

程
度
）
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み

問
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課
国

　

有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
１
１
―
６
２
２
―
５
２
２
８

０
１
１
―
６
２
２
―
５
１
９
４

h_kikaku@
m

aff.go.jp

　

現
在
、「
ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
カ
ー

ド
」
を
お
持
ち
の
方
で
有
効
期
限
が
平
成

32
年
3
月
末
と
記
載
さ
れ
て
い
る
特
典

カ
ー
ド
は
、
期
限
を
過
ぎ
た
後
も
継
続
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
継
続
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、更
新
な
ど
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
カ
ー
ド
と
は

　

妊
娠
中
ま
た
は
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
の
方
が
「
ど
さ
ん
こ
・
子

育
て
特
典
カ
ー
ド
」
を
協
賛
店
舗
で
提
示

す
る
と
、
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
特
典
カ
ー
ド
は
児
童
福
祉
係

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係
（
保
健
福
祉

　

会
館
内
）
☎
23
―
０
５
０
０

返
還
へ　

未
来
志
向
の　

対
話
と
交
流

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島

の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り

国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。
道
、

市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
一
日
も
早

い
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、
国
の
外

交
交
渉
を
後
押
し
す
る
立
場
か
ら
、
2
月

7
日
の「
北
方
領
土
の
日
」を
中
心
に
、「
北

　

の
紹
介
状
を
提
出

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
総
務
係

☎
56
―
８
０
１
８

　

補
助
員
と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
は
、
長

期
休
暇
期
間
や
支
援
員
の
休
暇
時
に
必
要

に
応
じ
て
勤
務
し
ま
す
。
空
い
た
時
間
に

仕
事
が
し
た
い
と
い
う
方
、
子
育
て
経
験

を
生
か
し
、
地
域
の
子
育
て
を
支
え
て
く

れ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る
町

内
在
住
で
20
歳
以
上
の
子
育
て
経
験
者

■
勤
務
内
容
／
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
指

導
、
安
全
管
理
な
ど
の
補
助

■
賃
金
／
時
給
８
７
０
円

■
勤
務
期
間
や
時
間
（
主
な
も
の
）
／

　
【
長
期
休
暇
や
学
校
の
振
替
休
日
】

　

8
時
～
14
時
、
ま
た
は
14
時
～
18
時

　
【
平
日
】
14
時
～
18
時

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
北
児
童
館
・
南
児
童
館

※
登
録
申
請
書
（
児
童
福
祉
係
に
設
置
）

を
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係
へ
提
出

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係
（
保
健
福
祉

　

会
館
内
）
☎
23
―
０
５
０
０

■
応
募
資
格
／
小
学
校
教
員
免
許

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
教
職
員
業
務
全
般

■
勤
務
場
所
／
町
内
小
学
校

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と

教
員
免
許
状
の
写
し
を
提
出

※
勤
務
時
間
な
ど
は
道
教
委
規
定
に
よ
る

■
申
込
期
限
／
定
員
に
達
す
る
ま
で

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
56
―
８
０
１
８

児
童
支
援
員
（
非
常
勤
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
保
育
士
資
格
ま
た
は
教
員

免
許
を
有
す
る
者
、
児
童
関
連
事
業
に

2
年
以
上
の
従
事
経
験
を
有
す
る
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
月
曜
は
10
時
～
18
時
ま
た

は
13
時
～
18
時
、
火
～
金
曜
は
11
時
～

18
時
ま
た
は
13
時
～
18
時
、
土
曜
は

8
時
～
14
時
ま
た
は
12
時
～
18
時

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
北
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
11
万
～
15
万
円
程

度
、
社
保
・
雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－11－ －10－

募

集

町道民税・軽自動車税のこと（窓口⑧）住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法、納税相談（窓口⑨）納税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと（窓口⑩）資産税係☎ 56 ー 8004

【償却資産の申告を忘れずに】

　今年1月1日現在、町内で事業を営み、事業用償却資産（事

務機器、店舗用備品、各種機械、工具など）を持っている

方には固定資産税がかかりますので、必ず申告してくださ

い。なお、令和 2 年度償却資産申告案内は 12 月下旬に発

送しています。該当資産がない場合でも同封する申告書に

記入し、1 月 31 日㈮までに届出をしてください。案内が

届いていない方やご不明な点がある方はご連絡ください。

問税務課資産税係☎ 56 － 8004

【給与支払報告書の提出期限は 1月 31 日】

　2019 年中に給与・賃金（専従者給与を含む）を支払っ

た事業所・個人事業主は、受給者について年末調整をして

いるか否かに関わらず、給与支払報告書（総括表・個人明

細書）を、1月 31 日㈮までに提出しなければなりません。

○給与支払報告書は、受給者が今年 1月 1日現在（退職者

は退職時に）居住する市区町村あてに提出してください

○個人番号（マイナンバー）の記載をお願いします

○退職者分には退職日を忘れずにご記入ください

○個人事業主の方が提出する際は、事業主本人の身元確認

と個人番号確認が必要です（法人の場合は不要）

○提出の際は、住民税を特別徴収する方と普通徴収する方

とを仕分け用紙で分けてください

○ 2019 年中に給与の支払いを受けた方（役員・パート従

業員などを含む）が、退職、他の会社で特別徴収をして

いるなど、その事業所で特別徴収ができない場合のみ普

通徴収として届け出ます

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

周

知

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係
（
保
健
福
祉

　

会
館
内
）
☎
23
―
０
５
０
０

児
童
支
援
員
補
助
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
児
童
支
援
員
の
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日
14
時
～
18
時
、
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
暇
は
8
時
～
14
時
ま

た
は
14
時
～
18
時
、
小
学
校
の
授
業
時

間
に
よ
り
変
更
有
。
週
20
時
間
未
満

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
北
児
童
館
・
南
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
８
７
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係
（
保
健
福
祉

　

会
館
内
）
☎
23
―
０
５
０
０

住
宅
係
事
務
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
1
名

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
窓
口
・
電
話
対
応
、
パ
ソ

児
童
支
援
補
助
員
の
募
集

期
限
付
教
職
員
の
募
集
※
道
教
委
採
用

自
衛
官
募
集

非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

FAX
ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
カ
ー
ド

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て



ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
。
詳
し
く
は
問
合
せ

■
対
象
／
小
学
校
3
年
生
～
高
校
3
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
定
員
／
10
～
20
名

■
申
込
期
限
／
1
月
31
日
㈮
ま
で

■
参
加
費
／
24
万
8
千
～
49
万
9
千
円

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

■
日
時
／
1
月
11
日
㈯
10
時
～
15
時

■
場
所
／
絵
本
館

カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
な
ど
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
絵
本
館
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
持
込
期
限
／
1
月
9
日
㈭
ま
で

問
絵
本
館
☎
22
―
０
０
５
５

　

年
次
有
給
休
暇
取
得
は
会
社
へ
の
申
し

出
が
必
要
で
す
。
職
場
と
調
和
を
図
り
計

画
的
に
休
暇
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

問
北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
指

　

導
課
☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
７
１
５

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験

し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
す
る
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
7
割
以
上

が
一
人
で
の
参
加
や
、
初
め
て
海
外
に
行

く
方
で
す
。
事
前
研
修
会
で
は
、
仲
間
づ

く
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
な
ど

※
コ
ー
ス
に
よ
り
内
容
を
選
べ
ま
す

■
日
程
／
3
月
25
日
㈬
～
4
月
5
日
㈰
の

う
ち
6
～
11
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

リ
フ
ト
代
が
か
か
り
ま
す

■
申
込
方
法
／
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
添
え
て
「
日
本
赤
十
字
社

倶
知
安
町
分
区
」
宛
て
に
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
1
月
15
日
㈬
ま
で

問
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
（
住
民

　

環
境
課
生
活
安
全
係
内
）

　

☎
56
―
８
０
０
５
、　

23
―
２
０
４
４

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

め
、
野
犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も
対

象
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
6
日
㈪
～
3
月
31
日
㈫

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

犬
を
飼
育
し
な
い

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

に
つ
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
役

場
に
連
絡
す
る

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

問
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生
係

☎
56
―
８
０
０
８

　

年
末
年
始
な
ど
の
長
期
休
暇
や
土
日
祝

日
に
年
次
有
給
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
る
プ

ラ
ス
ワ
ン
休
暇
を
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

使
用
者
は
法
定
年
次
有
給
休
暇
数
が
10

日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
毎
年

5
日
間
の
年
次
有
給
休
暇
を
確
実
に
取
得

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

宿
泊
税
の
申
告
納
入
に
つ
い
て

　

各
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
の
宿

泊
に
係
る
宿
泊
税
は
、
宿
泊
施
設
ご
と
に

翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
「
宿
泊
税
納
入
申
告
書
・
徴
収
原

簿
」
を
税
務
課
（
⑨
番
窓
口
）
に
提
出
し
、

そ
の
税
額
を
「
宿
泊
税
納
入
書
」
に
よ
り

町
内
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
窓
口
に
て
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休
業
な
ど
の

申
請
を
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
宿
泊
が

な
か
っ
た
場
合
で
も
「
0
円
」
と
し
て
申

告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
12
月
宿
泊
分
に
つ
い
て
は
、
1
月
31
日

㈮
が
申
告
納
入
期
限
で
す

「
宿
泊
税
納
入
申
告
書
」、「
宿
泊
税
納

入
書
」
は
税
務
課
に
あ
り
、
町
の
HP
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.kutchan.
hokkaido.jp/

問
税
務
課
宿
泊
税
係
☎
56
―
８
０
０
２

　

日
常
生
活
の
中
で
け
が
や
急
病
、
あ
る

い
は
交
通
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
け
が
人
な
ど
を
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま

で
、
ま
た
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
の
正
し
い
対
処
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
養
成
Ⅱ

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ス
キ
ー
技
術
、

ゲ
レ
ン
デ
で
の
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
９
時
～

16
時

■
受
講
対
象
／
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の

資
格
を
有
す
る
方

■
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
受
講
料
／
３
０
０
円
（
当
日
）
※
別
途

自然災害への備えは万全ですか

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会
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暖
房
器
具
の
使
用
に
よ
る
火
災
に
注
意

　

本
年
も
「
火
の
用
心
」
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

12
月
か
ら
3
月
ま
で
の
間
は
、
気
温
が

下
が
り
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
た
め
、そ
れ
が
原
因
に
よ
る
火
災
が
、

全
国
的
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
で
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
ス
ト
ー

ブ
の
上
に
空か

ら

の
や
か
ん
を
置
い
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
誤
っ
て

ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
誤
給
油
や
、
手
軽

に
使
用
で
き
る
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
布
団
の

近
く
で
使
用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
火
災
が
発
生
し
ま
す
。
特
に
夜
中
に

多
く
発
生
し
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
方
法
の
確
認
に
併
せ
て
、
住
宅
用

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

12 月 13 日 ( 金 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

令和元年 平成 30 年
人　身 31 件 27 件
物　損 648 件 649 件
死　者 1 名 0 名

11 月末までの
町内交通事故発生状況

令和元年 平成 30 年
火　災 11 件 8 件
救　急 763 件 718 件
救　助 33 件 28 件
その他 110 件 121 件

11 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

火
災
警
報
器
の
点

検
も
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

人の動き　令和元年11月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

15,989 人

 8,191 人

 7,798 人

8,947 世帯

（前月比 +821）

（前月比 +479）

（前月比 +342）

（前月比 +817）

うち外国籍住民 1,603人（前月比 +796）

11
月
の
主
な
事
件

▽
窃
盗
（
万
引
き
）
事
件
の
発
生

商
業
施
設
に
お
い
て
、
食
料
品
が
盗
ま

れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
器
物
損
壊
事
件
の
発
生

共
同
住
宅
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
駐
車

し
て
い
た
車
両
の
ワ
イ
パ
ー
が
折
ら
れ
る

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
7
日
、
町
内
交
差
点
に
お
い
て
、
車
両

同
士
の
衝
突
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
7
日
、
町
内
に
お
い
て
、
バ
イ
ク
と
歩

行
者
の
接
触
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
12
日
、
町
内
交
差
点
に
お
い
て
、
車
両

同
士
の
接
触
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
15
日
、
町
内
各
所
に
お
い
て
、
単
独
の

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
4
件
発
生
し
ま
し
た
。

ごめいふくをお祈りします
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ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
家
族
は

補
償
金
の
請
求
が
で
き
ま
す

▽
16
日
、
道
道
に
お
い

て
、
鹿
と
の
衝
突
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士　金丸　哲大
☎ 0135-61-4777

FAX 0135-61-4888

　これまで、3 回にわたってハンセン病家族訴訟に関するコラ

ムを書かせていただきましたが、この件に関して、11 月 22 日、

ハンセン病家族補償法と改正ハンセン病問題基本法が国会で成

立しました。

　改正ハンセン病問題基本法は、ハンセン病元患者のみならず、

その家族についても名誉回復や福祉増進などの対象とすること

を定めたものです。この法律に基づき、現在、偏見や差別をな

くしていくためにどうするべきか、ということについて家族訴

訟の原告などと文部科学省、法務省および厚生労働省の担当者

らとの間で協議が行われています。

　他方、ハンセン病家族補償法は、ハンセン病元患者の家族に

対して、元患者との関係に応じて一人当たり 130 万円または

180 万円の補償金を支給するというものです（「家族」の範囲

についてはお問い合わせください）。こちらは、すでに手続き

が開始しており、申請手続きの期限は令和 6年 11 月 21 日まで

となっています。補償の対象は、請求時点で生きていなければ

ならない（相続はされない）ため、早めに手続きをされるに越

したことはありません。

　手続きの詳細は、厚生労働省の HP（http://www.mhlw.go.jp

/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/hansen/

index.html）にも掲載されています。電話での問い合わせは、

厚生労働省補償金担当窓口（☎ 03 － 3595 － 2262）または原

総合法律事務所（☎ 011 － 272 － 6661）までご連絡ください。

　本年もご指導賜りますようお願い申し

上げます。平和で豊かな一年であること

を祈念します。

　昨年は、相次ぐ大型台風により日本各

地に被害が発生し、今なお仮住宅で不便

な生活を続けておられる方がいることに

心を痛めます。

　当協会では、11 月に「防災アンケート」

を実施し、回答者の 32 ㌫が自分の避難

所をはっきり知らないという結果が出ま

した。また、非常用のリュックを用意し

ていない方も約 60 ㌫いました。避難所

は誰でも場所がわかるようにし、避難に

時間のかかる方への対策も必要だと思い

ました。

■消費生活相談室（公民館１階団体室）

■月・水・金曜日10時～ 15時　☎ 23-1522

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

仕
事
休
も
っ
化
計
画

宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
の
方
へ

URL赤
十
字
講
習
会

FAX

絵
本
館
カ
レ
ン
ダ
ー
市

野
犬
掃
討
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大
お お し ま

島 秀
ひ で あ き

章 さ ん
[1960（昭和 35）年生 ]

内
う ち だ

田 凜
りん

さ ん
[2008（平成 20）年生 ]

　
「
生
徒
の
一
生
懸
命
で
頑
張

る
姿
が
好
き
。
そ
の
姿
を
見
て

い
る
と
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
」

　

昨
年
4
月
に
教
員
の
道
を
歩

み
始
め
た
土
井
さ
ん
は
、
倶
知

安
中
学
校
で
3
年
生
の
副
担
任

を
務
め
、
部
活
動
で
は
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
受
け

持
っ
て
い
る
。
教
員
と
い
う
仕

事
柄
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
学

生
時
代
の
恩
師
に
再
会
す
る
こ

と
も
あ
り
、
人
の
縁
を
感
じ
た

一
年
だ
っ
た
と
話
す
。

　
「
猫
と
自
宅
で
遊
ぶ
時
間
が

楽
し
い
で
す
」
と
話
す
動
物
が

好
き
な
内
田
さ
ん
は
、
昨
年
の

宿
泊
研
修
で
、
水
族
館
の
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
見
学
で
き
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
も
好
き
だ

と
話
し
、
小
学
1
年
生
か
ら
始

め
た
水
泳
で
は
、
多
く
の
大
会

土
ど い

井 知
か ず や

也 さ ん
[1996（平成 8）年生 ]

　

ま
た
、
多
く
が
初
め
て
の
経

験
だ
っ
た
と
い
う
昨
年
を
、
こ

う
振
り
返
っ
た
。

　
「
生
徒
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た
一

年
で
し
た
。
今
年
は
も
っ
と
自

立
し
て
、
多
く
の
仕
事
を
任
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
」

に
出
場
し
、
バ
タ
フ
ラ
イ
の
タ

イ
ム
を
5
秒
近
く
縮
め
る
な

ど
、
昨
年
は
充
実
し
た
一
年
を

過
ご
し
た
。

　
「
ラ
イ
バ
ル
に
勝
ち
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ
た
こ
と

が
、
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
て

う
れ
し
い
で
す
」

4
月
か
ら
6
年
生
に
な
る
今

年
の
目
標
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
水
泳
の
タ
イ
ム
を
も
っ
と
縮

め
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

大
島
さ
ん
は
、
よ
う
て
い
農

業
協
同
組
合
の
代
表
理
事
専
務

を
務
め
る
傍
ら
、
現
在
も
農
業

を
営
み
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
。

　
「
手
間
を
か
け
れ
ば
良
い
作

物
が
収
穫
で
き
る
。
そ
れ
が
や

り
が
い
で
、
好
き
だ
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
」

　

昨
年
、
こ
の
地
域
は
比
較
的

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
作
物
の
出

来
も
良
か
っ
た
と
話
す
大
島
さ

ん
だ
が
、
自
然
災
害
が
各
地
を

襲
う
近
年
の
現
状
に
は
、
あ
ら

収穫の秋を笑顔で迎えたい
た
め
て
自
然
と
向
き
合
う
農
業

の
難
し
さ
も
感
じ
て
い
る
と
い

う
。

　

そ
れ
で
も
、「
家
族
全
員
が

笑
顔
で
健
康
に
暮
ら
し
、
豊
穣

の
秋
を
迎
え
ら
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
」
と
、
今
年
一
年
の
抱

負
に
つ
い
て
話
し
た
。

感謝を忘れず成長する年に

大好きな水泳で良いタイムを

新 年 抱 負年男・年女の皆さんに
聞きました の

自治功労賞

本
ほ ん ま

間　珠
た ま み

美さん
平 成 17 年 よ り 14 年 間
にわたり、町教育委員会
教育委員として、本町の
教育の発展や子どもたち
の育成に尽力している。

教育文化功労賞

大
おおとも

友　由
ゆ き

紀さん
平 成 10 年 よ り 21 年 間
にわたり、倶知安卓球協
会の理事長兼事務局長と
して、自らの技能の錬磨
に励むとともに、同協会
の発展充実に尽力してい
る。

産業功労賞

内
うちやま

山　高
たかしげ

茂さん
商工会議所の役員・議員
と し て 平 成 13 年 以 来、
18 年間にわたり商工会
議所の運営強化と業界の
発展に尽力した。また、
小樽地方電気工事組合協
同組合の理事として、業
界発展に寄与した。

教育文化功労賞

佐
さ と う

藤　明
あ き こ

子さん
平成 9 年より 20 年間に
わたり、町内の学校医と
して、内科検診や保健指
導を熱心に取り組み、児
童・生徒の保健の保持増
進に貢献した。

教育文化功労賞

國
くにもと

本　隆
たかあき

明さん
平 成 11 年 よ り 20 年 間
に わ た り、 町 内 の 学 校
歯科医として、歯科検診
や保健指導を熱心に取り
組み、児童・生徒の口腔
保健の向上に貢献してい
る。

● 特 別 功 労 賞
（最高位の功労賞）

… 町の自治振興、経済、社会、文化
などの発展に尽力し、または貢献
し、その功績が特に顕著な方

● 自 治 功 労 賞 … 町の自治振興に尽力し、もしくは
貢献し、または多年職務に精進し、
その功績が顕著な方

● 産 業 功 労 賞 … 町の産業の振興に尽力し、または
貢献し、多年職務に精進し、その
功績が顕著な方

被顕彰者

田
た は ら

原　一
かずあき

晃さん
瑞宝双光章（防衛功労）

被顕彰者

笹
さ さ だ

田　勉
つとむ

さん
瑞宝単光賞（防衛功労）

被顕彰者

佐
さ と う

藤　時
と き お

雄さん
旭日双光章（地方自治功労）

被顕彰者

平
ひらかわ

川　房
ふ さ み

美さん
藍綬褒章（更生保護功績）

被顕彰者

故　清
し み ず

水　健
け ん じ

治さん
瑞宝双光章（学校教育関係）

被顕彰者

大
おおやなぎ

柳　良
よ し お

夫さん
瑞宝双光章（消防功労）

被顕彰者

柏
かしわや

谷　良
よ し お

雄さん
旭日双光章（保健衛生功労）

教育文化功労賞

中
なかがわ

川　徹
とおる

さん
平 成 11 年 よ り 20 年 間
に わ た り、 町 内 の 学 校
歯科医として、歯科検診
や保健指導を熱心に取り
組み、児童・生徒の口腔
保健の向上に貢献してい
る。

特別功労賞

森
もりした

下　義
よしてる

照さん
平 成 19 年 よ り 12 年 間
にわたり、町議会議員と
して、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢
献している。

特別功労賞

阿
あ べ

部　和
かずのり

則さん
平 成 19 年 よ り 12 年 間
にわたり、町議会議員と
して、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢
献した。

特別功労賞

榊
さかき

　政
まさのぶ

信さん
平 成 19 年 よ り 12 年 間
にわたり、町議会議員と
して、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢
献した。

特別功労賞

磯
い そ だ

田　龍
りゅういち

一さん
平 成 15 年 よ り 12 年 間
にわたり、町議会議員と
して、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢
献した。

特別功労賞

鈴
す ず き

木　芳
よしゆき

幸さん
平 成 15 年 よ り 12 年 間
にわたり、町議会議員と
して、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢
献した。

● 教育文化功労賞 … 町の教育・文化・体育などの振興
に尽力し、もしくは貢献し、その
功績が顕著な方

● 公 益 功 労 賞 … 町の公益に関する事業の推進に尽
力し、もしくは貢献のあった方

● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省
大臣からの表彰を受けた方

公益功労賞

Zekkei Investment 
Management 株式会社
122 万円相当の看板（サ
ン・スポーツランドくっ
ちゃん案内看板）を町に
寄付した。
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ＴＯＰＩＣＳ
くっちゃんニュース
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小
・
中
・
高
校
生
が
議
員
に
な
っ
て

倶
知
安
町
子
ど
も
議
会
が
開
会

目
を
見
て
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
を

描
い
て
刷
り
取
る
楽
し
さ

木
版
リ
ト
グ
ラ
フ
を
体
験

　

倶
知
安
中
学
校
体
育
館
で
11
月
22
日

㈮
、
公
益
社
団
法
人
南
後
志
法
人
会
倶

知
安
地
区
会
が
社
会
貢
献
事
業
の
一
環

と
し
て
主
催
す
る
講
演
会
『
お
笑
い
芸

人
に
学
ぶ
！
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
放
送
作
家
や
漫
才
作
家
と

し
て
活
躍
す
る
村
瀬
健
氏
を
講
師
に
招

き
、
実
際
に
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
活
躍

す
る
お
笑
い
芸
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
例
に
、
相
手
に
好
印
象
を

与
え
る
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
会
話
の
方

法
な
ど
、
実
習
を
通
じ
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
村
瀬
氏
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
の
は
、
人
に

話
し
か
け
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
す
ぐ
に
で
も
実
践
し
て
ほ
し
い
で

　

小
川
原
脩
記
念
美
術
館
が
、
11
月
30

日
㈯
に
倶
知
安
風
土
館
で
、
版
画
の
一

種
『
木
版
リ
ト
グ
ラ
フ
』
を
体
験
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
版
画
は
、
専
用
の
ベ
ニ
ヤ
板
に

油
性
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
描
き
、
油
を
は

じ
く
部
分
を
作
る
製
版
液
を
全
体
に

塗
っ
た
『
版
』
に
イ
ン
ク
を
の
せ
て
刷

す
」
と
話
し

ま
し
た
。

11
月
23
日
㈯
、
役
場
3
階
議
場
に
て

『
子
ど
も
議
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
参
加
者
に
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、倶
知
安
町
青
少
年
問
題
協
議
会
・

倶
知
安
町
教
育
委
員
会
・
倶
知
安
町
青

少
年
育
成
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
は
町
内
の
小
・
中
・
高

校
か
ら
9
名
の
児
童
お
よ
び
生
徒
が
参

加
し
、
町
長
や
教
育
長
に
対
し
、
町
政

に
関
す
る
質
問
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
の
進
行
を
担
う
議
長
や
事
務
局
長

の
役
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
中
学
校
の

生
徒
が
務
め
ま
し
た
。

　
『
子
ど
も
議
員
』
と
な
っ
た
児
童
お

よ
び
生
徒
は
、
質
問
か
ら
答
弁
ま
で
、

一
連
の
流
れ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
町

議
会
や
町
政
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

▲会話は相手の気持ちを考え、話を聞く
ことがポイントと話す村瀬氏

り
取
る
技
法
。
用
紙
と
版
を
重
ね
て
足

で
踏
み
、
重
さ
を
か
け
る
こ
と
で
紙
に

印
刷
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ク
と
と
も

に
水
彩
絵
の
具
を
の
せ
る
こ
と
で
多
色

刷
り
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
日
、
参
加
し
た
大
人
5
名
は
、

旅
行
先
で
見
た
風
景
な
ど
、
思
い
思
い

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
新
し
い
趣
味
の

一
つ
に
な
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
参
加

し
た
と
い
う
方
は
、
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。「
彫
ら
な
い
版
画
は
初
め

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
人
権
尊
重
普
及
の
た
め
、「
思

い
や
り
の
心
」
や
「
か
け
が
え
の
な
い

命
」に
つ
い
て
考
え
る「
人
権
週
間（
令

和
元
年
は
12
月
4
日
㈬
か
ら
10
日
㈫
）」

を
定
め
て
お
り
、
期
間
中
、
人
権
教
室

や
パ
ネ
ル
展
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
5
日
㈭
に
は
、
中
学
生
に
人
権

尊
重
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感

覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を

目
的
に
実
施
さ
れ
た
「
第
39
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
倶
知
安
地

区
大
会
」
の
表
彰
式
が
札
幌
法
務
局
倶

知
安
支
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
や
学
校
生
活
な
ど
を
通

じ
、
基
本
的
人
権
の
重
要
性
や
必
要
性

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
題
材
に

し
た
作
品
か
ら
、
倶
知
安
中
学
校
3
年

の
高
谷
風ふ
う
か花

さ

ん
が
優
秀
賞

に
、
同
校
1
年

の
王
生
穂ほ
の
か香
さ

ん
が
入
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　北 9 線 2 号橋の損傷による町道北 9 線の通行止
めに伴い、橋復旧まで新幹線工事発生土の運搬経
路が、町道北 11 線へ迂回する経路に変更されま
した（青枠部分）。ご理解とご協力をお願いします。

北海道新幹線トンネル工事

発生土の運搬経路が変更
2 月 15・16 日は旭ケ丘スキー場へ

雪トピアフェスティバルを開催

　倶知安の冬を楽しみませんか。期間中、旭ケ丘
スキー場は無料で利用できます。

■開催日／ 2 月 15 日㈯～ 16 日㈰
■会場／旭ケ丘スキー場
■イベント（予定）／屋台村、スノーモービ

ル試乗体験、巨大雪ダルマステージ、雪ダ
ルマコンテスト、巨大
滑り台、抽選会　など

▲左から王生穂香さんと高谷風花さん

▲『版』にインクをのせる作業。さら
に絵の具をのせると多色刷りになる

町道北 11 線

町道北 9 線

国道 393 号線

運搬トラック
通行区間

橋梁損傷による
通行止め区間

二ツ森トンネル
工事現場

字大和対策土
受入地へ

字花園無対策土
受入地へ

町
道
西
６
号

町
道
西
９
号

町
道
西
８
号

二ツ森トンネル
工事現場へ

町道北 6 線

て
の
体
験
。

初
心
者
で
も

難
し
く
な

く
、
カ
ラ
フ

ル
な
作
品
を

作
る
こ
と
が

で
き
る
の
が

面
白
い
と
感

じ
ま
し
た
」

質問事項（一部抜粋）
私たち小学生に期待することは
　小学生にどのような期待をしているか。また、その
実現のため何か具体的な考えはあるのか。
アパート問題について
　町民がアパートに入居しやすくなるために、何かア
イデアはあるのか。
絵本館について
　本をもっと探しやすくしてほしい。また、置いてほ
しい本のリクエストができるようにしてほしい。
町内の全小学校が集まるイベントを
　町内の小学生同士の交流を深めるためのイベントを
開催してほしい。

除雪の徹底を
　雪が多い倶知安町では歩道が狭く通学が困難になっ
ている場所がある。除雪の費用を増やしてほしい。
SDGs について
　世界では SDGs が注目されている。倶知安町が取り
組んでいることを教えてほしい。
冬期間の通学路の安全対策について
　街灯が少なく、日の入りが早くなる冬期間は、安心
して下校できない。街灯の数を増やすべきと考える。

人
権
を
考
え
る
作
文

2
名
の
倶
中
生
が
入
賞

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
で

活
躍
の
場
を
世
界
に

1
月
5
日
㈰
か
ら
2
月
4
日
㈫
ま
で

ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
る
『
第
3
回
ユ
ー

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
』
と

『
２
０
２
０
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
ユ
ー
ス
・

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会
』
に
、
倶

知
安
町
出
身
で
富
良
野
高
校
3
年
の

佐
々
木
美み

さ紗
さ
ん
と
美
幌
町
出
身
で
倶

知
安
高
校
1
年
の
伊
藤
大た
い
き輝
さ
ん
が
出

場
し
ま
す
。

　

大
会
出
場
に
つ
い
て
二
人
は
、「
昨

年
は
悔
し
い
結
果
だ
っ
た
の
で
、
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
例
年
以
上
に
走
り
込

み
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
結
果
に

こ
だ
わ
り
、
満
足
の
で
き
る
レ
ー
ス

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
佐
々
木
さ

ん
）、「
初
め
て
の
国
際
大
会
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
競
技
で
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

屋台村出店者大募集
　出店料 1 万円で、両日出店できる方を、最大
20店舗程度募集します。プレハブ（1棟で2店舗）、
テーブル、いす、灯油ストーブは実行委員会が用
意します。保健所への申請は各自行ってください。
問雪トピアフェスティバル実行委員会（観光課）

☎ 23 － 3388問まちづくり新幹線課新幹線係☎ 56 － 8012

▲「議長！」と挙手する子ども議員。
その後、発言台へ移動して発言した

た
。今
回
は
、

暮
ら
し
に
身

近
な
話
題
か

ら
町
の
将
来

を
見
据
え
た

も
の
ま
で
、

7
つ
の
質
問

が
あ
り
ま
し

た
。

う
、
他
国
の

選
手
た
ち
の

プ
レ
ー
か
ら

学
ん
で
き
た

い
で
す
」（
伊

藤
さ
ん
）
と

意
気
込
み
を

話
し
ま
し

た
。

佐々木　美
み さ

紗　さん
写真提供：富良野高校

伊藤　大
た い き

輝　さん

昨年の様子（巨大滑り台）



小川原脩展「私が選ぶ小川原脩」より

アート・イベントのお知らせ

「開館20周年記念くっちゃん美術展　第61回麓彩会展＋くっちゃ

ん ART2020」

　60 年以上も前に小川原脩を中心として創立された当時の後志

在住作家を核とする「麓彩会展」、そして羊蹄山麓と関わりの深

い作家により構成される「くっちゃん ART」。「地域」という共通

のキーワードで、両展の作品を一堂に集めて開催します。

会　期： 開催中～ 2月 11 日㈫　会　場：第 1展示室

人気投票がつくる展覧会　小川原脩展「私が選ぶ小川原脩」

　美術館開館 20 周年を迎えた昨年 4月より、観覧者の皆さんに、

小川原脩作品の中から好きな作品に投票していただき、全 88 点

が選ばれました。人気投票の集計結果のうち、得票数が多かった

作品と、得票数は少ないものの注目したい作品を展示します。皆

さんが選んだ 1点 1点に思いを巡らせながら、皆さんが主役の「小

川原脩展」をどうぞお楽しみください。※初日観覧無料

会　期：1 月 18 日㈯～ 4月 12 日㈰　会　場：第 2展示室

アート探訪 <みて・きいて >36 ～ポスト印象派⑤～

「ゴッホとゴーギャン」

　南仏のアルルで、短期間ながら生活を共にしたゴッホとゴーギャ

ン。印象派に触発されながらも、独自の道を歩いた 2人の個性豊か

な世界を紹介します。

日　時：1 月 11 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

①「赤い風船」1956 年 (35 分 ) ／フランス（字幕）

友達になった赤い風船と少年の不思議なファンタジー。

②「白い馬」1953 年 (40 分 ) ／フランス（字幕）

深い絆で結ばれた白い馬と少年の物語。

新春のアート・シネマ館は、心温まる美しい映像 2本からスタートします。

日　時：1 月 25 日㈯ 14 時～ 15 時 30 分

お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

－19－ －18－

■企画展示

　いよいよ 20 年代に突入しました

が、実はこの年代、北海道の美術に

おいては、とりわけ重要な意味が

あります。といっても 100 年前の

1920 年代の話。小樽や旭川、札幌、

函館、釧路、帯広など全道各地に美

術グループが続々と誕生し、1925

年には、全道規模の公募展「北海道

美術協会（道展）」まで結成される

という、まさに現在の基礎を築いた

時代だったのです。倶知安にまで伝

わるこの 20 年代の熱い空気の中で、

小川原脩もまた画家を目指し、東京

へと向かうのでした。

2020 年を迎えて

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

―大
お が

鋸　倶知安開拓に使われた道具―
441 回

　『雪の中の犬』

1973 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

■アート・シネマ館

■土曜サロン

※（　）内は 10 名以上の団体料金

1 月の休館日 毎週火曜日
1～5日（年始休館）
14～17日（展示替えのため）

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　「北海道植民地撰定報文」（明治 24 年）によると、「倶知安開拓時のクッチャン原野は、一面大木の樹林であっ

た。周囲四、五尺のドロ、六尺のアカダモ、一丈（十尺）ないし一丈六尺のナラなどで一反歩（約 992 平方

㍍）に四十二本ばかり生えている。」とあります。

　開拓は、まず木を切り倒すことから始まったでしょう。四、五尺といえば約 1㍍ 20 ㌢から 1㍍ 50 ㌢、一

丈六尺となれば 5㍍近い太さの大木です。使った道具は鋸
のこぎり

か斧なので大変な労力を要したでしょう。開拓初

期、大木は燃やして畑の肥料や薪にして燃料として使っていました。建築材としては、もっと加工が容易な

細い木をそのまま使用したり、繊維に沿って割った割り板に加工したりして使用していました。生活が安定

してくると建築材の加工は鋸を使った板引きを行うようになり、製材、製板が容易かつ正確にできるように

なりました。板引き用の鋸を、大
お が

鋸または木
こ び

挽き鋸
のこ

といいます。風土館にも複数保管してあり、最大のもの

で長さ82㌢幅48㌢とまさに字のごとく大きい鋸です。製材が容易にできると書きましたが、私が実際にやっ

　本格的な冬の到来とともに、小川原脩がこの町・倶知安について述べた

一節が思い浮かびます。

　「ここでは＜白い＞季節と、＜白くはない＞季節の交替が、劇的で激し

い変貌を示しながら進行して行きます。ここに居住する者にとって、即
すなわ

ち、

本州からの移住者の子孫達にとっては日本人特有の繊細な四季感と呼ばれ

るあの感覚は、実のところ血縁史的に伝承されたそれに過ぎないし、また

は教育の場で与えられた知識に属するものに過ぎないのです。実際には

＜白＞か、＜白くはない＞かの二季が、季節感の根底を振り分け、その二者交替のもつテンポの激しさが、

この土地に居住する者たちを性格づけているのです。」（小川原脩　『画家』18 号　1973 年）

　「この土地に居住する者」すなわち小川原自身の季節感そのものであり、またそれは今の私たちにも納得

を与えてくれるものでもあります。1970 年頃から、作品の主題は動物たち、とりわけ犬が中心となってい

きました。この作品も枯れ草が突き出た＜白い＞雪原に、1 匹の犬。小川原が好んで描いた自由に振る舞う

野良犬の姿はもう見かけることはありませんが、すぐそこの雪野原に、こんな顔をした犬が今も佇んでいる

ような気がしてきます。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

てみると、周囲 60 ㌢の丸太を 1 ㍍ひくのに 3 時間、休憩

を入れると 4時間かかりました。昔の道具を使ってみると

先人の苦労がよくわかります。

文：森脇　友行（倶知安風土館　学芸補助員）

■ギャラリー・トーク

　新たにオープンする展覧会は、皆さんの人気投票により選ばれた

作品が中心となります。展覧会場で作品を見ながら、学芸員のトー

クをお楽しみください。

日　時：1 月 18 日㈯ 14 時～ 14 時 30 分

お話し：沼田　絵美（当館学芸員）

会　場：第 2展示室（展覧会初日のため無料）



購入や調理は食べられる量だけ
「食品ロス」を減らしましょう

　日本では、売れ残りや食べ残しなど年間 646 万㌧もの
「食品ロス」が出されています。そのうちの約半数は家庭
からと言われており、国民一人当たりに換算すると茶碗
1 杯分の食べ物が毎日捨てられていることになるのです。
　家庭での買い物は「計画的に」、調理や外食の際は「食
べきれる分だけ」など、できることから取り組んでみま
しょう。

栄養士　岩井麻未

筑前煮 200㌘、ひき肉 120㌘、
トマト缶 1/2 缶（200㌘）、カレー
粉小さじ 2、塩小さじ 1/6（筑
前煮の味付けにより調整）

①筑前煮を粗めのみじん切りにする。
②深めの耐熱容器に全ての材料を入れて軽く混ぜる。
③電子レンジで 8 ～ 10 分加熱する。
※初めは塩を少なめに、味見しながら足しましょう

こんがらがったい ほら、ここにいるよ スポーツの迷路 池上さん教えて！
世のなかの「お金」のこと

星野イクミ ｵﾘｳﾞｧｰ・ｼﾞｪﾌｧｰｽﾞ 香川元太郎／香川志織 池上彰／谷和也

歩道橋シネマ せき越えぬ 勿
わすれなぐさ

忘草の咲く町で 反日種族主義

恩田陸 西條奈加 夏川草介 李栄薫
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と痛みが和らいだ記憶があります。

　これは、単なる「おまじない」に過ぎないと

思っていましたが、大人になってから、それが

手のひらから出る湿気と熱によって、温湿布の

ような効果で、血液の循環を良くしてくれるこ

とを知りました。昔の人は、そんな効能を知ら

ずとも、どこか具合が悪いところに、まずは手

を当てることで人が癒えることを知っていたの

ではないでしょうか。けがや病気を治すことを

「手当て」というようになったのも、これが由来。

　まずは“手を当てる”、まちづくりにも必要

な「おまじない」かもしれません。

　幼き日、寝しなに足首

がぼんやりとした痛みを

感じることがありまし

た。その時、母がやさし

く手を当ててくれたりさ

すってくれると、不思議

－20－

絵本館

公民館 3 階図書室
10 ～ 17 時（毎週月曜休館）

※ 1 月６日（月）まで年末年始のため、30 日（木）は図書整理日のため休館

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）

※ 1 月 5 日（日）まで年末年始のため、28 日（火）は図書整理日のため休館

今日は何を食べよう？

筑 前 煮 で 和 風 カ レ ー
おせちリメイク

● 材料（2 人分）

● 作り方

1 人分 エネルギー 244kcal
塩　　  分 1.7g

“ 手を当てる ” こと

▲子ども議会（11 月 23 日）
（ご飯を除く）
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